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　（
二
）
入
札
商
人
に
よ
る
除

　

除
は
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
八
〇
）
に
は
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
的
に
入
札
商
人
に
よ
る
除
の
事
例
が
多
く
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
一
八
世
紀
末
、
寛
政
年
間
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
の
一
つ
に
は
以
下
に
示
す
桶
屋
町
の
茶
屋
家
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
頃

を
境
に
台
頭
し
て
き
た
入
札
商
人
の
存
在
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（（（
（

。

　

茶
屋
一
族
は
安
政
年
間
の
史
料
に
よ
る
と
、
初
代
吉
蔵
が
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
大
村
町
か
ら
桶
屋
町
に
移
り
、
そ
れ
以
降
二
代
吉
蔵
、
三

代
吉
郎
次
、
四
代
甚
四
郎
、
当
代
甚
四
郎
へ
と
続
い
て
い
る
（【
第
Ⅰ
図
】）（

（（
（

。
そ
の
中
で
当
代
甚
四
郎
に
当
た
る
、
茶
屋
巳
之
助
は
文
化
一
五

年
（
一
八
一
八
）
に
生
ま
れ
、
父
の
死
後
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
父
の
名
を
継
ぎ
、
甚
四
郎
と
改
名
し
て
い
る（（（
（

。
も
と
は
小
笠
原
と
い

う
苗
字
を
名
乗
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
彼
の
商
売
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る（（（
（

。
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ケ
所
持　
　

茶
屋
甚
四
郎

右
之
も
の
米
店
売
又
者
両
替
渡
世
ニ
而
、
豊
後
国
臼
杵
并
佐
伯
用
達
相
勤
罷
在
、
近
来
鍋
釜
類
鋳
物
仕
入
相
始
候
由
、
然
処
鋳
物
出
来
方

悪
敷
、
追
々
勘
定
不
宜
候
間
、
見
合
度
候
得
共
、
地
か
ね
な
ど
買
入
居
候
ニ
付
筒
類
鋳
立
候
由
、（
後
略
）

　

史
料
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
茶
屋
甚
四
郎
が
筒
砲
を
献
上
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
は
米
を
店
売
し
て
い
る
こ
と
に
加
え

両
替
業
を
行
い
、
豊
後
国
臼
杵
藩
や
佐
伯
藩
の
御
用
達
も
務
め
て
い
た
こ
と
、
安
政
頃
に
は
鋳
物
な
ど
の
仕
入
れ
を
始
め
、
手
広
く
商
売
を
営

ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
す
る（（（
（

。

　

茶
屋
吉
蔵
の
父
吉
左
衛
門
は
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
年
末
に
豊
後
国
佐
伯
藩
の
銅
山
用
事
に
つ
き
同
藩
役
人
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け

る
な
ど
、
佐
伯
藩
の
銅
山
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た（（（
（

。
ま
た
吉
左
衛
門
の
息
子
吉
次
郎
（
吉
蔵
の
兄
、
天
明
五
年
吉
左
衛
門
を
襲
名
）
は
商
売
に

精
を
出
し
て
い
た
よ
う
で
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
そ
ぎ
板
の
仕
入
れ
資
金
と
し
て
長
崎
の
産
業
調
方
よ
り
銀
四
貫
目
を
拝
借
し
て
い

る
。
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そ
し
て
同
家
の
払
米
入
札
へ
の
参
加
は
遅
く
と
も
一
七
八
〇
年
代
末
に
は
始
ま
る
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
は
茶
屋
吉
蔵
（
二
代
目
）

が
豊
後
米
八
〇
〇
石
を
落
札
し
（
（（
（

、
そ
の
後
も
彼
は
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
一
二
月
ま
で
に
幾
度
か
払
米
を
落
札
し
て
い
た
。
吉
蔵
の
息
子
、

甚
四
郎
や
次
の
代
の
巳
之
助
も
入
札
商
人
と
し
て
積
極
的
に
払
米
取
引
へ
と
関
与
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
桶
屋
町
茶
屋
家
は
寛
政
年
間
頃
か
ら
活
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
両
替
商
と
し
て
も
活
躍
す
る
な
ど
多
方
面
に
商
売
を
展
開

し
な
が
ら
資
金
力
を
蓄
え
、
米
屋
商
売
も
行
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
長
崎
で
は
一
九
世
紀
に
入
り
、
文
化
年
間
に
は
天
草
の
石
本
家
の
よ
う

に
、
長
崎
に
出
店
し
、
商
売
を
拡
大
す
る
新
興
商
人
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る（（（
（

。
他
の
入
札
商
人
に
つ
い
て
の
詳
細
は
現

在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
新
興
商
人
が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
当
時
の
長
崎
の
状
況
下
、
桶
屋
町
茶
屋
家
の
よ
う
に
一
九
世
紀
前
後
か
ら

活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
払
米
取
引
へ
と
関
わ
る
よ
う
に
な
る
者
た
ち
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
入
札
商
人
に
よ
る
除
に
話
を
戻
そ
う
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
こ
こ
で
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
三
月

に
桶
屋
町
巳
之
助
が
落
札
し
、
そ
れ
を
同
町
政
之
助
が
除
い
た
事
例
か
ら
大
枠
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
苗
字
は
天
保
一
三
年

（
一
八
四
二
）
一
二
月
に
町
乙
名
以
下
の
者
が
称
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
閏
五
月
に
解
禁
さ
れ
て
お
り
、
巳
之
助

は
先
に
挙
げ
た
茶
屋
巳
之
助
、
政
之
助
は
後
に
松
本
政
之
助
と
し
て
出
て
く
る
人
物
で
あ
る（（（
（

。
そ
の
際
の
家
質
根
証
文
に
は
「
此
度
御
払
豊
後

米
百
石
・
筑
後
米
千
石
当
町
巳
之
助
落
札
仕
候
ニ
付
、
私
（
政
之
助
）
儀
右
高
之
内
弐
百
八
拾
石
余
相
除
申
候
」
と
巳
之
助
が
落
札
し
た
豊
後

米
一
〇
〇
石
、
筑
後
米
一
〇
〇
〇
石
の
内
か
ら
政
之
助
が
二
八
〇
石
余
を
「
相
除
」
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
政
之
助
は
同
証
文
に
お
い
て
二

八
〇
石
に
対
す
る
代
銀
支
払
い
を
確
実
に
行
う
旨
を
述
べ
、
代
銀
に
相
当
す
る
家
質
を
差
し
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
そ
の
二
八
〇
石
を

買
い
入
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
除
は
あ
る
人
物
が
落
札
し
た
払
米
の
一
部
を
別
の
人
物
が
買
い
受
け
る
こ
と
で
あ
っ
た

点
が
判
明
す
る
。

　

代
銀
に
関
し
て
み
る
と
、
除
で
は
落
札
の
よ
う
に
入
札
に
よ
っ
て
値
段
が
決
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
除
代

銀
が
明
確
に
分
か
る
史
料
は
な
い
が
、
先
の
弘
化
二
年
三
月
の
事
例
で
は
家
質
根
証
文
な
ど
を
も
と
に
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
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落
札
の
値
段
は
一
ノ
銀
を
含
め
て
一
石
当
た
り
豊
後
米
が
五
七
匁
五
分
七
厘
、
筑
後
米
が
五
六
匁
五
厘
五
毛
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
二
八
〇

石
分
を
計
算
す
る
と
、
筑
後
米
の
み
の
場
合
は
一
五
貫
六
九
五
匁
四
分
、
豊
後
米
の
み
で
は
一
六
貫
一
一
九
匁
六
分
と
な
る
。
代
銀
は
こ
の
間

で
あ
り
、
さ
ら
に
政
之
助
が
提
出
し
た
家
質
根
証
文
で
は
代
銀
一
五
貫
七
五
〇
匁
に
相
当
す
る
家
屋
敷
が
引
当
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

超
え
な
い
範
囲
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
二
八
〇
石
の
内
訳
が
筑
後
米
二
五
〇
石
、
豊
後
米
三
〇
石
程
度
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
と
同
時
に
、
除
の
代
銀
に
つ
い
て
は
落
札
の
際
と
ほ
ぼ
同
じ
価
格
に
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
入
札
商
人
に
よ
る
除
に
は
、
落
札
米
の
一
部
を
買
い
受
け
る
点
や
そ
の
値
段
が
落
札
米
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
点
で
掛

役
人
に
よ
る
除
と
の
共
通
点
を
見
い
だ
せ
る
。
そ
し
て
除
の
代
銀
か
ら
は
、
落
札
米
と
の
差
額
を
利
用
し
た
転
売
の
た
め
に
実
施
し
て
い
た
と

は
考
え
に
く
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
別
の
目
的
を
以
て
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

そ
れ
で
は
除
の
石
数
や
割
合
、
落
札
主
、
除
主
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。【
グ
ラ
フ
Ⅰ
】
は
「
奥
印

帳
」
を
も
と
に
天
保
末
年
か
ら
安
政
四
年
に
か
け
て
、
桶
屋
町
の
茶
屋
巳
之
助
が
行
っ
た
除
四
五
件
に
お
け
る
、
払
米
石
数
に
対
す
る
除
の
石

数
と
そ
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。

　

茶
屋
に
よ
る
除
の
石
数
は
落
札
石
数
に
よ
っ
て
変
動
し
、
一
二
〇
石
前
後
か
ら
四
四
二
石
ま
で
幅
が
あ
り
、
平
均
す
る
と
二
〇
三
石
余
り
と

な
る
。
割
合
で
見
る
と
嘉
永
二
年
頃
ま
で
は
落
札
さ
れ
た
う
ち
の
一
割
五
分
か
ら
二
割
の
間
で
、
嘉
永
二
年
末
か
ら
同
五
年
前
半
に
か
け
て
は

二
割
強
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
二
割
五
分
を
超
え
、
安
政
年
間
に
は
三
割
強
と
、
段
階
的
に
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
、
松
本
政
之
助
の
場
合
は
四
件
と
事
例
数
が
少
な
く
変
遷
を
追
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
の
割
合
は
二
割
か
ら
四
割
と
そ
の
都
度
高
下

し
て
お
り
、
茶
屋
の
よ
う
に
次
第
に
増
え
る
傾
向
に
は
な
か
っ
た
。

　

次
に
除
主
と
落
札
主
と
に
目
を
向
け
る
と
、「
奥
印
帳
」
で
は
桶
屋
町
町
人
が
落
札
、
除
に
関
与
し
た
場
合
の
み
証
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る

た
め
、
同
町
以
外
の
者
が
除
主
に
な
っ
た
事
例
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
茶
屋
巳
之
助
と
松
本
政
之
助
が
、
ど
の
落
札
主
か
ら
除
い
た
か
、
及

び
そ
の
回
数
を
示
し
た
の
が
【
第
Ⅱ
表
】
で
あ
る
。
表
に
は
苗
字
を
称
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
時
期
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
新
左
衛
門
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は
江
上
新
左
衛
門
、
与
八
は
池
嶋
与
八
又
は
池
嶋
屋
与
八
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
池
嶋
屋
与
八
と
池
嶋
屋
与
八
郎
と
は
同
一
人
物
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
ま
た
梶
林
太
郎
は
屋
号
が
米
屋
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
表
で
注
目
し
た
い
の
は
、
茶
屋
巳
之
助
が
池
嶋
与
八
、
梶
林
太
郎
と
の
間
で
行
っ
た
除
取
引
の
回
数
が
突
出
し
て
多
い
点
で
あ
る
。
巳

之
助
（
の
ち
甚
四
郎
）
は
七
名
の
落
札
主
か
ら
合
計
四
五
回
の
除
を
行
い
、
そ
の
中
で
も
西
中
町
池
嶋
与
八
（
池
嶋
屋
与
八
郎
）
か
ら
は
二
一

回
と
半
数
近
く
に
及
び
、
そ
の
他
同
町
梶
林
太
郎
か
ら
は
一
二
回
と
な
っ
て
い
る
。
茶
屋
巳
之
助
が
落
札
主
と
な
り
松
本
政
之
助
が
除
主
と
な

る
場
合
と
、
そ
の
逆
に
政
之
助
が
落
札
し
、
巳
之
助
が
除
く
場
合
が
あ
る
の
で
、「
奥
印
帳
」
か
ら
は
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
が
、
茶
屋
が
落

札
し
た
場
合
に
は
恐
ら
く
、
池
嶋
や
梶
ら
が
除
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
含
め
る
と
茶
屋
、
池
嶋
、
梶
に
よ
る
落
札
、
除
取
引
の
数

は
増
え
、
除
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
人
物
の
間
で
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
五
月
の
事
例
を
見
る
と
、
銅
座
跡
新
左
衛
門
が
筑
後
米
一
二
〇
〇
石
を
落
札
し
、
そ
れ
を
政
之
助
が
五

〇
〇
石
、
巳
之
助
が
一
五
五
石
除
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
一
件
の
落
札
に
対
し
て
除
は
複
数
件
実
施
さ
れ
、
そ
こ
に
は
何
名
か

の
除
主
が
存
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　
「
奥
印
帳
」
か
ら
数
え
ら
れ
る
一
年
間
の
払
米
の
件
数
と
そ
の
年
の
落
札
主
の
数
、
茶
屋
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
除
石
数
の
割
合
の
平
均
を
示

す
と
【
第
Ⅲ
表
】
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
市
中
全
て
の
払
米
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
頃

か
ら
安
政
二
年
は
茶
屋
の
落
札
頻
度
が
高
く
な
り
、
西
中
町
の
梶
か
池
嶋
と
交
互
に
登
場
し
て
い
る
。
除
石
数
の
割
合
を
見
て
も
、
ち
ょ
う
ど

時
期
を
同
じ
く
し
て
落
札
石
数
に
対
し
て
二
割
弱
（
嘉
永
四
年
）
か
ら
二
割
五
分
近
く
（
翌
五
年
）
へ
と
増
え
て
お
り
、
入
札
商
人
の
少
人
数

化
、
落
札
主
の
固
定
化
に
伴
っ
て
除
の
石
数
の
増
加
と
関
連
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
節　

除
の
実
態

　

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
除
は
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
落
札
さ
れ
た
米
を
別
の
人
が
買
い
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
一
人
の
落
札
主
に
対
し
て
除



　　お茶の水史学　56号　　120

主
が
複
数
人
い
る
こ
と
、
特
定
の
人
物
同
士
が
落
札
主
と
除
主
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
落
札
に
伴
っ
て
除
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
入
札
商
人
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
除
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
で
考
え
て
い
き
た
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
除
で
は
家
質
根
証
文
か
ら
、
落
札
米
の
う
ち

の
一
部
を
買
い
受
け
て
い
た
状
況
を
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
同
証
文
以
外
に
除
の
取
引
を
明
確
に
示
す
史
料
を
確
認
で
き

な
い
の
で
、
以
下
で
は
一
つ
の
事
例
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　

取
り
上
げ
る
の
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
一
二
月
の
豊
後
米
八
〇
〇
石
が
落
札
さ
れ
た
一
件
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
落
札
の
経
過
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
一
二
月
一
日
に
行
わ
れ
た
入
札
の
結
果
、
桶
屋
町
茶
屋
甚
四
郎
が
一
番
札
と
な
り
、
一
二
月
三
日
に
長
崎
代
官
所
か
ら
桶
屋
町

乙
名
宛
に
甚
四
郎
の
呼
出
状
が
届
き
、
落
札
の
旨
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
落
札
の
値
段
は
一
ノ
銀
を
含
め
て
一
石
あ
た
り
五
二
匁
五
分
二
厘
、
総

額
四
二
貫
一
六
匁
に
及
び
、
一
二
月
三
日
に
甚
四
郎
は
家
質
根
証
文
と
米
代
銀
証
文
を
提
出
、
一
二
月
一
七
日
に
米
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
彼

が
い
つ
代
銀
を
支
払
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
家
質
根
証
文
で
は
三
月
一
二
日
、
米
代
銀
証
文
で
は
三
月
九
日
に
消
印
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
三
月
九
日
ま
で
に
は
支
払
い
が
終
了
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
一
件
に
注
目
し
た
の
は
次
の
よ
う
な
一
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

豊
後
御
米
八
百
石

　
　
　

代
銀
四
拾
貳
貫
拾
六
匁

　
　
　
　

内

　
　
　

拾
四
貫
目　
　

茶
屋

　
　
　

拾
三
貫
目　
　

梶

　
　
　

拾
三
貫
目　
　

池
嶋

　
　
　

貳
貫
百
目　
　

高
倉
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木
村

　
　
　

〆
四
拾
貳
貫
百
匁

　

史
料
か
ら
は
豊
後
米
八
〇
〇
石
の
代
銀
四
二
貫
一
六
匁
を
茶
屋
本
人
、
梶
、
池
嶋
、
高
倉
と
木
村
に
分
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
こ
こ
に
は
除
を
直
接
的
に
示
す
記
述
は
何
も
な
い
が
、
以
下
の
三
点
か
ら
こ
れ
が
除
と
関
連
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　

一
点
目
は
記
載
さ
れ
た
人
物
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は
梶
や
池
嶋
、
高
倉
や
木
村
と
あ
り
、
彼
ら
は
西
中
町
の
梶
林
太
郎
、
池
嶋
与

八
、
本
石
灰
町
の
高
倉
（
屋
）
与
兵
衛
、
西
浜
町
の
木
村
宗
兵
衛
に
比
定
さ
れ
る
。
西
中
町
の
梶
林
太
郎
や
同
町
の
池
嶋
与
八
（
池
嶋
屋
与
八

郎
）
と
茶
屋
甚
四
郎
と
は
先
の
表
で
示
し
た
よ
う
に
、
梶
、
池
嶋
が
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
た
際
に
茶
屋
が
除
く
ケ
ー
ス
が
頻
繁
に
確
認
で
き
、
彼

ら
は
落
札
、
除
を
通
し
た
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
、
そ
し
て
、
茶
屋
甚
四
郎
が
落
札
し
、
梶
、
池
嶋
が
そ
の
一
部
を
除
く
こ
と
も
あ
り
得
た
と

十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

二
点
目
は
落
札
代
銀
の
内
訳
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
て
い
る
代
銀
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
総
額
四
二
貫
一
六
匁
か
ら
各
自
に
割

り
当
て
ら
れ
た
代
銀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
割
合
は
茶
屋
が
三
三
・
三
％
、
梶
と
池
嶋
が
三
〇
・
九
％
ず
つ
、
高
倉
、
木
村
組
が
四
・

九
％
と
な
る
。
代
銀
の
負
担
の
割
合
は
当
時
実
施
さ
れ
て
い
た
除
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
先
に
示
し
た
【
グ

ラ
フ
Ⅰ
】
に
お
け
る
茶
屋
に
よ
る
除
の
割
合
、
石
数
に
注
目
す
る
と
、
嘉
永
末
年
か
ら
安
政
年
間
に
は
約
三
割
と
、
梶
や
池
嶋
が
請
け
負
っ
た

で
あ
ろ
う
金
額
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
除
と
の
関
連
性
が
強
く
考
え
ら
れ
る
。

　

三
点
目
は
代
銀
の
負
担
の
あ
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
落
札
米
の
一
部
に
対
す
る
負
担
、
つ
ま
り
は
落
札
米
を
購
入
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
代
銀
四
二
貫
一
六
匁
の
割
り
付
け
が
落
札
米
の
一
部
に
対
す
る
支
払
い
と
考
え
る
と
、
そ
の
負
担
に
応
じ
た
豊

後
米
八
〇
〇
石
の
分
配
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
石
数
は
茶
屋
二
六
六
石
、
梶
と
池
嶋
が
二
四
七
石
ず
つ
、
高
倉
・
木
村
は
二
人

で
三
九
石
余
り
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
落
札
主
茶
屋
以
外
の
梶
、
池
嶋
た
ち
に
と
っ
て
は
一
部
の
落
札
米
の
買
い
受
け
、
す
な
わ
ち
除
を
意
味

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
三
点
を
も
と
に
除
の
取
引
を
考
え
る
と
、【
第
Ⅱ
図
】
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
豊
後
米
八
〇
〇
石
が
入
札
に
付
さ
れ
、
長

崎
代
官
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
茶
屋
甚
四
郎
が
落
札
し
、
代
銀
の
支
払
い
と
米
の
受
け
取
り
は
茶
屋
が
長
崎
代
官
と
の
間
で
行
う
。

実
際
に
は
そ
の
代
銀
を
落
札
主
茶
屋
と
他
の
四
名
（
梶
、
池
嶋
、
高
倉
、
木
村
）
で
負
担
す
る
形
で
あ
り
、
米
も
配
分
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
最
終
的
に
茶
屋
の
手
本
に
残
る
の
は
、
一
四
貫
目
分
の
豊
後
米
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
茶
屋
以
外
の

者
に
つ
い
て
は
代
銀
の
支
払
い
、
米
の
分
配
に
つ
い
て
は
破
線
矢
印
で
記
し
た（（（
（

。

　

注
目
し
た
い
の
は
代
銀
の
負
担
の
あ
り
方
が
手
続
き
上
と
実
際
と
で
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
こ
に
除
の
一
つ
の
実
態
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
よ
う
。
落
札
の
手
続
き
に
お
い
て
、
落
札
主
で
あ
る
茶
屋
甚
四
郎
が
落
札
米
代
銀
全
額
を
長
崎
代
官
へ
支
払
う
形
を
取
っ
て
い
る

が
、
そ
の
内
実
は
茶
屋
と
梶
、
池
嶋
ら
で
代
銀
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
除
は
落
札
主
と
除
主
が
落
札
米
代
銀
を

負
担
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
的
に
落
札
米
の
一
部
を
買
い
受
け
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
、
そ
も
そ
も
落
札
米
代
銀
を
共
同
で
負
担
す
る
の
で
あ
る
な
ら
、
な
ぜ
複
数
人
で
落
札
せ
ず
に
、
一
人
だ
け
が
落
札
主
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
入
札
商
人
に
と
っ
て
除
が
行
わ
れ
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
点
目
に
つ
い
て
、
払
米
手
続
き
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
落
札
で
は
入
札
商
人
が
各
人
の
所
要
石
数
に
対
し
て
で
は
な
く
、
払
下
全
石

数
に
対
し
て
入
札
を
行
い
、
一
人
が
一
括
し
て
払
米
を
請
け
負
っ
て
い
る（（（
（

。
つ
ま
り
、
市
中
で
の
払
米
は
各
々
が
入
札
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ

り
、
も
し
複
数
人
で
落
札
す
る
場
合
に
は
そ
の
者
全
員
が
同
じ
値
段
を
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
事
前
の

申
し
合
わ
せ
が
明
ら
か
と
な
り
、
規
制
の
対
象
と
な
り
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
第
三
者
の
入
札
商
人
に
よ
っ
て
落
札
さ
れ
る
危
険
性
も
は
ら
ん

で
い
た
。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
落
札
主
、
除
主
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
そ
し
て
両
者
に
共
通
し
た
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
落
札
主
に
と
っ
て
は
落
札
米
代
銀
の
全
額
支
払
い
と
い
う
大
き
な
責
任
が
伴
う
が
、
除
に
よ
っ
て
除
主
そ
れ
ぞ
れ
が
代
銀
の
一
部
を

請
け
負
う
こ
と
に
な
り
、
米
代
銀
の
調
達
の
助
け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
括
し
て
落
札
し
た
払
米
の
引
受
先
を
、
米
を
受
け
取
る
前
の
段
階
で
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決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
除
主
に
と
っ
て
は
払
米
手
続
き
、
払
米
入
手
の
二
つ
の
面
か
ら
利
点
が
あ
っ
た
。
第
一
に
前
述
の
通
り
、
落
札
の
場
合
に
は
五
種

類
の
書
類
を
整
え
、
長
崎
代
官
（
又
は
町
年
寄
）
や
町
役
場
に
提
出
し
て
い
た
が
、
除
に
お
い
て
は
家
質
根
証
文
の
一
種
類
が
作
成
さ
れ
、
基

本
的
に
町
へ
提
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
入
札
商
人
一
人
が
落
札
主
と
な
っ
て
複
雑
な
落
札
手
続
き
を
行
い
、
残
り
の
者
は
除
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
手
続
き
を
簡
略
に
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
に
除
は
払
米
の
確
実
な
入
手
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
払
米

は
毎
年
必
ず
一
定
量
が
市
中
に
放
出
さ
れ
て
お
り
、
入
札
商
人
に
と
っ
て
は
格
好
の
米
の
入
手
機
会
で
あ
っ
た
。
除
を
行
い
、
落
札
米
を
実
質

的
に
共
同
負
担
に
す
る
こ
と
で
、
無
暗
な
競
争
入
札
を
避
け
、
落
札
（
場
合
に
よ
っ
て
は
入
札
）
せ
ず
と
も
、
一
部
の
払
米
を
手
に
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
落
札
の
値
段
が
除
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
た
め
、
払
米
値
段
が
安
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
は
落
札
主
、
除
主
双
方
に

と
っ
て
、
自
ら
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
さ
ら
に
は
入
札
商
人
以
外
の
他
の
米
屋
に
と
っ
て
も
、
払
下
米
の
一
部
が
配
分
さ

れ
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
く
、
そ
の
配
分
米
は
彼
ら
の
米
入
手
の
助
け
と
も
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
払
米
と
似
た
よ
う
な
構
図
は
安
政
年
間
に

諸
国
か
ら
市
中
へ
米
が
到
着
し
た
時
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
部
の
米
屋
が
値
段
を
付
け
た
浜
米
を
市
中
取
締
掛
乙
名
が
購
入
し
、
そ
の

米
を
全
て
の
米
屋
へ
と
割
り
渡
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
当
時
、
市
中
の
米
屋
の
う
ち
自
ら
仕
入
れ
に
出
向
く
者
は
わ

ず
か
と
な
り
、
市
中
へ
の
廻
着
米
（
浜
米
）
や
払
米
の
配
分
を
待
ち
受
け
る
米
屋
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
落
札
と
除
に
見
ら
れ
る
払
米
取
引
の
構
造
は
入
札
商
人
た
ち
の
払
米
へ
の
効
率
的
か
つ
積
極
的
な
関
わ
り
を
生
み
出
し
て
い

た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
市
中
の
米
屋
全
体
の
構
図
、
具
体
的
に
は
入
札
商
人
に
代
表
さ
れ
る
規
模
が
大
き
な
米
屋
に
よ
る
払
米
の
入
手

と
、
そ
こ
か
ら
配
分
を
受
け
る
他
の
米
屋
と
い
う
図
式
に
も
影
響
を
与
え
、
他
の
米
屋
が
商
売
規
模
が
大
き
い
米
屋
を
頼
る
と
い
う
傾
向
も
助

長
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
近
世
後
期
、
長
崎
市
中
で
実
施
さ
れ
た
払
米
の
構
造
と
機
能
に
つ
い
て
、
そ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
入
札
商
人
に
注
目
し
て
考
察
し

た
。

　

長
崎
市
中
で
の
米
需
要
は
払
米
と
主
に
浜
米
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
お
り
、
払
米
（
幕
府
年
貢
米
）
は
需
要
の
約
四
分
の
一
強
を
占
め
、
そ

の
一
番
の
機
能
は
米
価
調
整
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
市
中
の
小
売
米
相
場
が
払
米
相
場
と
浜
米
相
場
の
平
均
値
を
と
っ
て
計
算
さ
れ
、
多
く
の
場

合
に
は
払
米
が
浜
米
よ
り
も
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
払
米
、
浜
米
の
相
場
設
定
に
関
わ
っ
て
い
た
の
は
入
札
商
人
を
中
心

と
す
る
、
商
売
規
模
が
大
き
い
、
資
本
を
有
し
た
一
部
の
米
屋
で
あ
り
、
特
に
入
札
商
人
の
動
向
は
市
中
の
米
穀
流
通
に
影
響
し
て
い
た
。

　

文
政
期
に
は
三
〇
名
余
り
で
あ
っ
た
入
札
商
人
が
安
政
年
間
に
お
い
て
は
三
、
四
人
と
な
り
、
入
札
商
人
た
ち
の
都
合
を
優
先
さ
せ
た
払
米

が
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
競
争
入
札
に
よ
る
落
札
価
格
の
高
騰
を
避
け
る
た
め
に
商
人
間
で
の
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、

低
い
値
段
で
取
引
さ
れ
る
、
寡
占
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
幕
府
が
本
来
意
図
し
て
い
た
市
中
の
米
価
調
整
政
策
を
あ
る
意
味
で
は
補
完

し
て
い
た
が
、
安
政
年
間
に
お
い
て
は
長
崎
奉
行
に
よ
る
申
渡
し
に
見
る
よ
う
に
、
米
価
安
定
と
い
う
政
策
の
観
点
か
ら
は
決
定
的
と
ま
で
は

い
わ
な
い
ま
で
も
、
長
崎
奉
行
と
入
札
商
人
と
の
思
惑
が
対
立
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
に
米
価
調
節
と
い
う
払
米

本
来
の
役
割
と
は
別
に
、
次
第
に
入
札
商
人
た
ち
の
利
潤
と
い
う
別
の
論
理
が
強
く
働
く
よ
う
に
な
り
、
当
初
の
目
的
か
ら
離
れ
た
行
き
過
ぎ

た
事
態
が
進
行
し
て
い
た
。

  

こ
の
よ
う
な
入
札
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
払
米
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
落
札
と
、
そ
れ
に
伴
っ
た
除
取
引
で
あ
っ
た
。
除
と
は
落
札
米
の
一

部
を
別
の
人
物
（
除
主
）
が
買
い
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
一
件
の
落
札
に
付
き
、
複
数
の
除
が
含
ま
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
実
態
は

落
札
米
代
銀
を
落
札
主
本
人
と
除
主
数
名
と
で
共
同
で
負
担
す
る
も
の
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
各
自
、
分
担
さ
れ
た
負
担
額
で
、
落
札
米
を
確

実
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
加
え
て
落
札
値
段
を
安
値
で
入
札
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
払
う
代
銀
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
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い
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
落
札
、
除
取
引
は
入
札
商
人
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
有
効
に
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

払
米
の
落
札
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
除
は
、
貿
易
都
市
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
長
崎
の
特
殊
性
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来

輸
入
さ
れ
た
商
品
の
取
引
に
て
長
崎
奉
行
を
は
じ
め
一
部
の
地
役
人
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
た
除
と
全
面
的
に
同
じ
で
は
な
い
も
の
の
、
取

引
の
発
想
や
形
態
が
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
貿
易
取
引
と
は
直
接
的
に
は
関
係
し
な
い
、
市
中
の
人
々
の
日
常
生
活
に
関
係
す
る
商
取
引
に

お
い
て
同
じ
く
除
と
い
う
慣
行
が
見
ら
れ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
長
崎
に
お
い
て
は
一
七
世
紀
前
半
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
貿
易
を
め
ぐ
る
取

引
の
あ
り
方
が
払
米
取
引
に
も
影
響
を
与
え
、
除
と
い
う
独
特
な
取
引
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
落
札
と
除
は
落
札
主
と
除
主
数
名
と
の
間
で
完
結
す
る
払
米
取
引
で
は
な
く
、
そ
の
先
に
市
中
の
他
の
米
屋
と
も
関
わ
り
が
見
ら

れ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
長
崎
市
中
の
米
屋
は
払
米
に
お
い
て
一
部
の
米
屋
が
落
札
し
た
後
に
、
そ
の
米
の
配
分
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
後
は
入
札
商
人
か
ら
長
崎
市
中
米
屋
全
体
で
の
米
の
分
配
の
あ
り
方
な
ど
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

注（
１
）　

中
村
質
「
鎖
国
下
の
貿
易
─
貿
易
都
市
論
の
視
点
か
ら
」（
加

藤
榮
一
・
山
田
忠
雄
編
『
鎖
国
』
講
座
日
本
近
世
史
二
、
有
斐
閣
、

一
九
八
一
年
）。
同
『
近
世
長
崎
貿
易
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
八
年
。
松
本
四
郎
「
都
市
と
国
家
支
配
」（『
大
系
日
本
国
家

史
』
三
近
世
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
。
松
本
四
郎
『
日

本
近
世
都
市
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
、
再
収
）。
中

野
等
「
幕
府
年
貢
米
の
長
崎
廻
送
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
丸
山
雍
成

『
幕
藩
制
下
の
政
治
と
社
会
』
文
献
出
版
、
一
九
八
三
年
）。
荒
野
泰

典
「
近
世
中
期
の
長
崎
貿
易
体
制
と
抜
荷
」（
同
『
近
世
日
本
と
東

ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）。
若
松
正
志
「
貿
易

都
市
長
崎
に
お
け
る
酒
造
統
制
令
の
展
開
─
長
崎
町
触
を
活
用
し

て
」（『
京
都
産
業
大
学
論
集
』
社
会
学
系
列
第
一
二
号
、
一
九
九
五

年
）。
赤
瀬
浩
『
鎖
国
下
の
長
崎
と
町
人
─
自
治
の
繁
栄
の
虚
実

─
』
長
崎
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
同
『「
株
式
会
社
」
出
島
』
講

談
社
、
二
〇
〇
五
年
。
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（
２
）　

小
山
幸
伸
『
幕
末
維
新
期
長
崎
の
市
場
構
造
』
御
茶
の
水
書

房
、
二
〇
〇
六
年
。
同
「
近
世
長
崎
の
米
供
給
体
制
と
社
会
慣
行
」

（『
経
済
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
３
）　

鶴
岡
実
枝
子
「
享
保
改
革
期
の
米
価
政
策
か
ら
見
た
江
戸
の
地

位
」（『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
一
〇
号
、
一
九
七
八
年
）。
前
原
由

美
子
「
享
保
改
革
期
京
都
に
お
け
る
払
米
と
米
価
政
策
」（『
ヒ
ス
ト

リ
ア
』
第
一
一
〇
号
、
一
九
八
七
年
）。

（
４
）　

長
崎
へ
廻
漕
さ
れ
た
幕
府
年
貢
米
は
一
八
世
紀
半
ば
に
は
、
市

中
近
く
の
新
地
、
南
瀬
崎
、
北
瀬
崎
の
三
ヶ
所
の
米
蔵
に
収
納
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
米
蔵
に
お
け
る
入
用
米
を
総
称
し
た
も
の
が
北
瀬
崎
入

用
米
で
あ
っ
た
。

（
５
）　
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
第
四
巻
、
財
政
経
済
学
会
、
一
九
二

一
年
、
六
〇
一
～
二
頁
。

（
６
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
（
一
九
─
一
─
一
─

六
─
三
、
一
九
─
三
四
─
六
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）。

（
７
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
８
）　

小
山
氏
前
掲
論
文
。

（
９
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
10
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。
第
八
下
・
雑
載
。

（
11
）　

安
永
年
間
当
時
、
肥
前
高
来
・
彼
杵
郡
よ
り
一
〇
〇
〇
石
、
天

草
郡
よ
り
七
～
八
〇
〇
〇
石
、
豊
後
国
日
田
・
玖
珠
両
郡
か
ら
一
四

〇
〇
〇
石
、
石
見
銀
山
領
か
ら
四
〇
〇
〇
石
が
廻
漕
さ
れ
て
い
た

（「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
）。

（
12
）　

時
期
に
よ
っ
て
払
い
下
げ
ら
れ
る
内
訳
（
銘
柄
）
も
異
な
っ
て

お
り
、
冬
季
に
は
豊
後
米
八
〇
〇
石
と
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
夏
季

に
は
次
の
よ
う
に
、
廻
漕
地
や
廻
漕
量
の
変
更
に
よ
っ
て
時
折
変
更

が
見
ら
れ
た
（
数
値
は
一
回
の
払
い
下
げ
に
お
け
る
石
数
で
あ
り
、

一
回
に
つ
き
計
一
〇
〇
〇
石
と
い
う
点
は
変
化
な
い
〈「
金
井
八
郎

翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
〉）。

　

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
以
前
：
豊
後
米
と
石
見
米
五
〇
〇
石
ず

つ
。

　

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
〜
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）：
豊
後
米
五

〇
〇
石
、
石
見
米
三
〇
〇
石
、
松
浦
米
二
〇
〇
石
ず
つ
（
石
見
米
四

〇
〇
〇
石
の
う
ち
一
五
〇
〇
石
が
享
和
元
年
に
松
浦
米
と
の
振
り
替

え
と
な
っ
た
た
め
）。

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
〜
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）：
豊
後
米
八

〇
〇
石
ず
つ
と
松
浦
米
二
〇
〇
石
ず
つ
（
石
見
米
二
五
〇
〇
石
の
廻

漕
が
停
止
さ
れ
、
そ
の
分
が
豊
後
米
に
振
り
替
え
ら
れ
た
た
め
）。

　

文
政
期
以
降
：
豊
後
米
七
〇
〇
石
、
筑
前
国
怡
土
米
一
〇
〇
石
、
松

浦
米
二
〇
〇
石
ず
つ
（
怡
土
郡
か
ら
年
間
六
二
〇
石
の
廻
漕
が
開
始

さ
れ
た
た
め
）。

（
13
）　
「
御
代
官
諸
願
諸
伺
済
綴
込
」
自
文
久
三
年
至
同
四
年
公
事
方

（
三
一
六
─
四
一
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）。

（
14
）　

後
述
す
る
よ
う
に
、
安
政
年
間
の
試
算
を
見
る
と
、（
詳
し
い

計
算
方
法
は
不
明
で
あ
る
が
）
当
時
の
人
口
の
一
・
三
倍
の
量
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
人
口
を
も
と
に
算
出
さ
れ
た

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
仮
に
一
人
一
・
三
石
、
人
口
約
三
万
人
と
し

て
計
算
す
る
と
、
年
間
約
三
万
九
〇
〇
〇
石
が
必
要
量
と
さ
れ
、
払
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下
米
年
間
八
〇
〇
〇
石
は
二
〇
・
五
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

（
15
）　

八
朔
銀
は
毎
年
八
月
朔
日
に
地
役
人
や
唐
蘭
人
な
ど
が
長
崎
奉

行
に
納
め
た
銀
の
こ
と
で
あ
り
、
銀
で
は
な
く
品
物
で
納
め
ら
れ
る

場
合
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
囲
米
の
た
め
の
蔵
所
も
建
設
さ
れ

て
い
る
（
長
崎
県
史
編
集
委
員
会
編
『
長
崎
県
史
』
対
外
交
渉
編
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
四
一
六
頁
）。

（
16
）　
『
長
崎
会
所
五
冊
物
』（『
長
崎
県
史
』
史
料
編
第
四
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
六
五
年
、
九
七
頁
）。

（
17
）　
「
天
保
十
五
年
御
払
米
根
証
文
奥
印
帳
」（
藤
一
四
─
二
五
、
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）。

（
18
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
19
）　
「（
仮
題
）
長
崎
廻
米
ニ
付
意
見
書
」（
松
木
文
庫
三
一
、
九
州

大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
所
蔵
）。

（
20
）　
『
長
崎
県
史
』
対
外
交
渉
編
、
四
四
九
頁
。

（
21
）　
「
市
中
米
屋
売
潰
高
分
限
調
子
方
取
扱
手
続
之
儀
御
内
意
相
伺

候
書
付
」
弘
化
二
年
（
三
一
〇
─
一
四
─
九
一
九
、
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
所
蔵
）。
こ
の
史
料
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
七
月
二
九

日
に
掛
同
心
水
野
彦
三
郎
か
ら
の
達
に
よ
り
、
市
中
の
米
屋
の
売
潰

高
な
ど
に
つ
い
て
記
し
、
彼
を
経
由
し
て
市
中
取
締
方
が
目
安
方
に

提
出
し
た
書
付
の
控
え
で
あ
る
。
市
中
取
締
方
は
長
崎
市
中
の
各
町

に
一
人
ず
つ
置
か
れ
、
町
長
的
存
在
で
各
町
の
支
配
を
行
っ
た
町
乙

名
（
単
に
乙
名
と
も
い
う
）
が
務
め
た
加
役
で
あ
る
。
市
中
取
締
掛

の
職
務
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
本
稿
で
取
り

上
げ
て
い
る
よ
う
に
市
中
の
米
価
や
米
穀
流
通
に
関
す
る
も
の
が

あ
っ
た
。

（
22
）　

史
料
に
よ
る
と
、「
新
米
屋
」
が
浜
米
の
買
い
受
け
る
際
、
そ

の
量
が
天
保
一
三
年
以
前
に
商
売
を
始
め
た
米
屋
と
比
べ
て
半
減
、

あ
る
い
は
七
割
ほ
ど
少
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
か

ら
商
売
を
行
っ
て
い
る
米
屋
が
優
遇
さ
れ
て
い
た
様
子
が
分
か
る

（「
市
中
米
屋
売
潰
高
分
限
調
子
方
取
扱
手
続
之
儀
御
内
意
相
伺
候
書

付
」
弘
化
二
年
）。

（
23
）　
「（
仮
題
）
長
崎
廻
米
ニ
付
意
見
書
」。

（
24
）　

日
行
使
は
組
頭
と
と
も
に
各
町
乙
名
の
下
に
そ
の
補
助
と
し
て

一
人
ず
つ
置
か
れ
た
役
職
で
あ
り
、
町
政
に
携
わ
っ
た
。

（
25
）　
「（
仮
題
）
長
崎
廻
米
ニ
付
意
見
書
」。

（
26
）　
「（
仮
題
）
長
崎
廻
米
ニ
付
意
見
書
」。

（
27
）　
「
市
中
米
屋
売
潰
高
分
限
調
子
方
取
扱
手
続
之
儀
御
内
意
相
伺

候
書
付
」
弘
化
二
年
。

（
28
）　
「（
仮
題
）
長
崎
廻
米
ニ
付
意
見
書
」。

（
29
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
30
）　

原
本
で
は
「
迄
」
の
部
分
は
半
分
虫
食
い
と
な
っ
て
お
り
、
判

然
と
し
な
い
。
ま
た
、
写
本
に
よ
る
と
「
迄
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

史
料
の
内
容
は
払
米
が
三
、
四
人
が
順
番
に
落
札
し
、
入
札
に
手
間

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
捉
え
る
の
が

妥
当
で
あ
る
と
見
ら
れ
、「
無
之
」
の
誤
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

（
31
）　
「（
仮
題
）
長
崎
廻
米
ニ
付
意
見
書
」。

（
32
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。
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（
33
）　
「
御
代
官
諸
願
諸
伺
済
綴
込
」
自
文
久
三
年
至
同
四
年
公
事
方
。

（
34
）　
『
長
崎
県
史
』
対
外
交
渉
編
、
四
四
九
頁
。

（
35
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
36
）　
『
御
用
留
』（
森
永
種
夫
編
『
長
崎
代
官
記
録
集
』
中
巻
、
犯
科

帳
刊
行
会
、
一
九
六
八
年
、
三
四
九
頁
。）

（
37
）　

中
村
質
『
近
世
長
崎
貿
易
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

八
年
、
二
〇
八
頁
。

（
38
）　

本
来
、
浜
米
は
産
地
別
に
値
組
が
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る

が
、
こ
こ
に
示
し
た
の
は
試
算
で
あ
る
た
め
、
産
地
に
関
係
な
く
一

括
し
て
計
算
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
39
）　

な
お
一
石
は
一
〇
斗
で
あ
る
が
、
精
米
に
よ
っ
て
一
割
減
る
こ

と
を
考
慮
し
て
九
斗
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）　

岩
橋
勝
「
近
世
中
後
期
肥
後
米
価
格
変
動
の
地
域
比
較
─
肥
後

‐
堂
島
市
場
を
中
心
と
し
て
─
」（
大
阪
歴
史
学
会
編
『
近
世
社
会

の
成
立
と
崩
壊
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）。
岩
橋
氏
に
よ
る

と
、
当
時
の
長
崎
相
場
は
熊
本
相
場
よ
り
も
六
％
ほ
ど
低
水
準
で
推

移
し
て
お
り
、
こ
の
背
景
に
は
幕
府
に
よ
る
廻
米
と
い
う
、
政
治
的

要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）　

越
中
哲
也
監
修
『
長
崎
代
官
手
代
控
─
金
井
八
郎
備
考
録
』
第

一
巻
、
長
崎
文
献
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
〇
～
九
九
頁
。

（
42
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
43
）　

久
世
丹
後
守
広
民
は
安
永
〜
天
明
期
の
長
崎
奉
行
で
あ
っ
た

が
、
天
保
七
年
当
時
の
長
崎
奉
行
は
久
世
伊
勢
守
広
正
で
あ
り
、
そ

の
誤
り
と
見
ら
れ
る
。

（
44
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
45
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
46
）　
「
天
保
十
五
年
御
払
米
根
証
文
奥
印
帳
」。

（
47
）　
『
増
補
長
崎
略
史
』（
長
崎
市
役
所
編
『
長
崎
叢
書
』
下
巻
）
三

三
〇
～
三
一
頁
。

（
48
）　

小
山
前
掲
論
文
。

（
49
）　
「（
仮
題
）
長
崎
廻
米
ニ
付
意
見
書
」。「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」

第
六
・
御
米
蔵
。

（
50
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
51
）　

長
崎
市
中
七
七
ヶ
町
の
乙
名
の
う
ち
、
船
手
町
（
三
〇
町
）、

陸
手
町
（
四
七
町
）
か
ら
四
名
ず
つ
計
八
名
が
月
役
乙
名
を
務
め
、

町
年
寄
や
相
互
間
の
連
絡
を
行
っ
て
い
た
（
小
島
小
五
郎
「
長
崎
町

乙
名
の
加
役
」〈『
社
会
科
学
論
叢
』
第
一
六
号
、
一
九
六
七
年
〉）。

『
長
崎
県
史
』
対
外
交
渉
編
、
四
二
七
頁
。

（
52
）　
「
戌
十
一
月
御
払
米
入
札
之
覚
」（
藤
一
七
─
四
六
、
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
蔵
）。
乙
名
頭
取
は
天
明
四
年
に
乙
名
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
（『
長
崎
県
史
』
対
外
交
渉
編
、
四
二
七
頁
）。

（
53
）　
「
金
井
八
郎
翁
備
考
録
」
第
六
・
御
米
蔵
。

（
54
）　

従
来
一
〇
、
一
一
、
一
二
月
の
定
式
払
い
で
は
豊
後
米
八
〇
〇

石
が
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
筑
後
米
が
含

ま
れ
て
い
る
の
は
、
豊
後
か
ら
の
廻
米
で
買
替
納
が
実
施
さ
れ
て
い

た
た
め
で
あ
っ
た
。

（
55
）　

一
ノ
銀
は
一
石
の
代
銀
の
一
分
に
相
当
す
る
分
で
あ
り
、
幕
府

年
貢
米
の
払
い
下
げ
に
お
い
て
の
み
見
ら
れ
る
。
一
ノ
銀
の
経
緯
な
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ど
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
長
崎
に
お
け
る
他
の
入
札
の
事
例

に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
貿
易
品
の
入
札
で
は
「
三
銀
」
と
称
し
て
入

札
価
格
の
三
分
に
相
当
す
る
銀
を
冥
加
と
し
て
長
崎
会
所
へ
提
出
し

て
い
た
（『
外
国
商
法
沿
革
史
』
下
〈『
増
補
長
崎
略
史
』
下
巻
、
一

九
二
五
年
、
四
八
九
頁
〉）。
名
称
や
そ
の
中
身
を
考
え
る
と
、
幕
府

年
貢
米
の
入
札
の
際
に
落
札
主
が
併
せ
て
支
払
っ
た
一
石
代
銀
の
一

分
に
相
当
す
る
一
ノ
銀
も
同
じ
く
冥
加
で
あ
り
、
最
終
的
に
幕
府
へ

と
上
納
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

（
56
）　

箇
所
数
と
は
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
五
月
一
五
日
よ
り
、
表

口
四
間
、
入
一
五
間
を
一
箇
所
に
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（『
自

寛
永
十
年
五
月
至
宝
永
五
年
十
二
月
日
記
』〈
森
永
種
夫
・
越
中
哲

也
校
訂
『
寛
宝
日
記
と
犯
科
帳
』
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
七
年
、
一

九
三
頁
〉）。
ま
た
、
長
崎
で
は
貿
易
に
よ
る
利
益
の
う
ち
、
幕
府
上

納
分
を
除
い
た
約
七
万
両
が
毎
年
市
中
へ
と
地
下
配
分
金
と
し
て
分

配
さ
れ
る
時
の
基
準
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
（『
長
崎
市
史
』
地
誌

編
名
勝
旧
跡
部
、
清
文
堂
、
一
九
八
一
年
（
復
刻
版
）
二
〇
頁
）。

（
57
）　

長
崎
代
官
が
落
札
主
か
ら
受
け
取
っ
た
米
代
銀
は
長
崎
会
所
へ

と
引
き
渡
さ
れ
、
最
終
的
に
そ
の
代
銀
は
払
米
以
外
に
使
用
さ
れ
た

幕
府
年
貢
米
の
代
銀
と
併
せ
て
大
坂
御
金
蔵
へ
と
納
め
ら
れ
て
い

た
。

（
58
）　
「（
仮
題
）
長
崎
廻
米
ニ
付
意
見
書
」。

（
59
）　
『
長
崎
県
史
』
対
外
交
渉
編
、
四
〇
三
頁
。

（
60
）　

太
田
勝
也
『
鎖
国
時
代
長
崎
貿
易
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
二
年
、
五
九
九
頁
。

（
61
）　

桶
屋
町
は
中
島
川
右
岸
に
位
置
し
、
町
並
が
ほ
ぼ
南
北
に
広
が

り
、
東
側
は
古
町
、
西
側
は
今
紺
屋
町
、
南
側
は
本
紙
屋
町
、
北
側

は
勝
山
町
に
接
す
る
。
坪
数
、
箇
所
数
、
竈
数
、
戸
数
、
人
口
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
多
い
方
か
ら
二
〇
番
目
以
内
に
あ
り
、
市
中
の
全
八

〇
町
の
平
均
を
上
回
る
規
模
の
町
で
あ
っ
た
。
文
化
五
年
（
一
八
〇

八
）
の
記
録
を
み
る
と
、
町
の
縦
一
四
四
間
余
、
幅
平
均
三
間
余
り

で
四
一
七
二
坪
余
り
、
箇
所
数
五
八
、
竈
数
一
七
四
、
戸
数
二
〇

五
、
人
口
四
八
一
人
で
あ
っ
た
（『
長
崎
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
二

〇
〇
一
年
、
一
五
二
頁
）。
ま
た
町
人
は
一
八
世
紀
半
ば
に
は
八
五

〇
人
前
後
、
一
九
世
紀
に
は
五
〇
〇
人
弱
、
嘉
永
年
間
に
は
三
五
〇

人
前
後
と
推
移
し
、
文
化
年
間
の
町
人
構
成
は
箇
所
持
ち
と
借
家
人

が
一
対
五
の
比
率
で
あ
っ
た
と
い
う
（
赤
瀬
前
掲
書
『
鎖
国
下
の
長

崎
と
町
人
』
八
八
頁
）。

（
62
）　
「
安
政
四
年
巳
十
月　

鉄
砲
方
伝
習
及
筒
炮
献
上
書
」（
藤
一
三

─
五
七
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）。
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

の
藤
文
庫
所
蔵
、
寛
保
年
間
か
ら
嘉
永
年
間
ま
で
の
桶
屋
町
の
「
宗

旨
人
別
帳
」
に
よ
る
と
、
茶
屋
吉
左
衛
門
が
寛
保
二
年
（
一
七
四

一
）
に
桶
屋
町
へ
と
移
っ
て
い
る
が
、
彼
が
初
代
吉
蔵
に
当
た
る
か

ど
う
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

（
63
）　

茶
屋
巳
之
助
の
父
、
甚
四
郎
は
天
保
末
年
か
ら
弘
化
三
年
（
一

八
四
六
）
に
亡
く
な
る
ま
で
払
米
入
札
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
以
下
、
甚
四
郎
と
し
て
出
て
く
る
の
は
特
に
断
り
が

な
い
限
り
は
改
名
後
の
巳
之
助
の
こ
と
で
あ
る
。

（
64
）　
「
安
政
四
年
巳
十
月　

鉄
砲
方
伝
習
及
筒
炮
献
上
書
」。
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（
65
）　

吉
蔵
の
息
子
、
甚
四
郎
の
代
に
は
、
両
替
商
と
し
て
の
活
動
も

活
発
に
行
い
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
は
西
浜
町
吉
兵
衛
か

ら
の
口
入
れ
に
よ
り
、
平
戸
蔵
屋
敷
内
吉
川
伝
兵
衛
、
同
所
用
達
吉

川
後
蔵
へ
銀
一
二
貫
目
を
貸
し
出
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
巳
之
助
に
つ
い
て
も
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
訴
状
か
ら
、

西
中
町
太
田
屋
儀
三
郎
と
柳
川
問
屋
肥
前
屋
儀
平
か
ら
の
相
談
に
よ

り
柳
川
表
産
物
酒
造
方
の
古
賀
右
平
に
金
三
〇
〇
両
を
前
貸
し
す
る

な
ど
両
替
業
に
お
け
る
具
体
的
な
活
動
の
様
子
も
分
か
る
（「
天
保

十
三
年
貸
渡
銀
返
済
方
滞
出
入
一
件
」〈
藤
一
四
─
六
四
〇
、
長
崎

歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
〉）。

（
66
）　

佐
伯
藩
銅
山
の
件
に
伴
い
、
吉
左
衛
門
は
翌
三
月
ま
で
同
藩
へ

の
旅
行
願
を
桶
屋
町
乙
名
へ
提
出
し
て
い
る
（「
覚　

戌
十
一
月
」

〈
藤
一
三
─
一
九
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
〉）。

（
67
）　
「
差
上
申
証
文
之
事
」、「
差
上
申
家
質
根
証
文
之
事
」（
藤
一
四

─
五
〇
四
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）。

（
68
）　

武
野
要
子
（
史
料
）「
自
分
根
証
文
一
件
書
留
」（『
福
岡
大
学

総
合
研
究
所
報
』
第
一
三
五
号
、
一
九
九
一
年
）。

（
69
）　
『
増
補
長
崎
略
史
』
三
二
一
～
二
三
頁
。

（
70
）　
「
天
保
十
五
年
御
払
米
根
証
文
奥
印
帳
」。

（
71
）　

除
米
の
代
銀
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
落
札
主
で
は
な
く
町
乙
名

へ
と
支
払
っ
て
い
た
こ
と
が
家
質
根
証
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。

（
72
）　
「
差
上
申
証
文
之
事
」（
藤
一
四
─
五
三
九
、
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
所
蔵
）
に
は
文
化
一
二
年
五
月
に
筑
前
米
一
九
〇
〇
石
が
払
い

下
げ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
半
分
の
九
五
〇
石
を
桶
屋
町
茶
屋
吉
蔵
が
落

札
し
て
い
る
の
で
、
彼
の
他
に
も
落
札
者
が
い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま

た
、「
天
保
十
五
年
御
払
米
根
証
文
奥
印
帳
」
で
は
安
政
四
年
（
一

八
五
七
）
一
一
月
初
旬
に
桶
屋
町
茶
屋
甚
四
郎
と
中
紺
屋
町
上
野
昌

次
郎
、
同
月
下
旬
に
桶
屋
町
松
本
政
之
助
と
銀
屋
町
高
田
忠
八
郎
の

合
札
に
よ
る
落
札
の
事
例
を
二
件
確
認
で
き
る
。

（
73
）　
「（
仮
題
）
長
崎
廻
米
ニ
付
意
見
書
」。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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む
め
（
宝
暦
四
年
没
）

長
之
助
（
宝
暦
八
年
生
、
安
永
九
年
没
）

し
ま
（
寛
延
三
年
生
）

専
治
（
宝
暦
七
年
│
寛
政
三
年
、
本
紺
屋
町
へ
出
る
）

万
五
郎
（
宝
暦
六
年
生
）

治
三
郎
（
宝
暦
八
年
桜
町
へ
出
る
）

「
桶
屋
町
宗
旨
人
別
帳
」（
藤
一
一
／
一―

一
／
一
〜
一
〇
七
、

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）
を
も
と
に
作
成
。

吉
左
衛
門

（
吉
五
郎
・
吉
次
郎
）

（
天
明
五
年
、
吉
次
郎
か
ら
吉
左
衛
門
へ
改
名
）

き
ち
（
寛
保
四
年
生
） 

さ
き
（
文
化
九
年
没
）               

四
郎
次
（
大
吉
）（
天
明
四
年
│
文
化
一
四
年
）

り
う
（
天
明
四
年
没
）               

広
之
進
（
文
化
三
年
正
月
六
日
欠
落
、
八
日
届
、
二
月
八
日
本
届
）  

吉
蔵
（
鶴
之
助
）

（
寛
延
元
年
生
、
文
政
五
年
没
）

甚
四
郎
（
天
明
二
年
生
、
弘
化
三
年
没
、

天
保
九
│
一
三
年
園
山
甚
四
郎
と
名
乗
る
）

と
も
（
天
保
二
年
一
二
月
麹
屋
町
へ
出
る
）

み
つ
（
文
政
六
年
没
）

巳
之
助
（
甚
四
郎
）（
文
化
一
五
年
生
、 

嘉
永
四
年
甚
四
郎
へ
改
名
）

為
八
郎
（
文
政
四
年
生
）

み
ゑ
（
文
政
五
│
一
一
年
）

作
蔵
（
文
政
七
年
生
、 

天
保
一
一
年
本
大
工
町
へ
出
る
）

仙
之
助
（
文
政
八
年
生
、
翌
年
力
武
吉
兵
衛
子
と
な
る
）

茶
屋
吉
左
衛
門

（
寛
保
二
年
、
桶
屋
町
へ
入
る
、
安
永
八
年
没
）

【第Ⅰ図】茶屋家系図
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乙
名

長崎代官所 落札主
茶屋巳之
助

落札主
茶屋巳之助

除主
梶（林太郎）

除主
池嶋（与八）

除主
高倉・木村

払米（豊後米
800石）

落札代銀42
貫16匁

14貫目

＊13貫目

＊13貫目

＊2貫100目

落札米

除米

除米

除米

落札 除

除

除

「天保十五年御払米根証文奥印帳」（藤14̶25、長崎歴史文化博物館所蔵）をもとに作成。

【第Ⅱ図】安政元年（1854）12 月の払米における落札と除
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【第Ⅰ表】「天保十五年御払米根証文奥印帳」における落札値段（1石当たり）

和暦 西暦 月 払下米 払下
石数

落札値段（1石に
付き、含一ノ銀）

落札主
（桶屋町）

備考

天保 15 1844 6 豊後 800 62 匁 6 分 2 厘 巳之助 臨時御払
10 豊後 430 56 匁 5 分 6 厘 巳之助

弘化 2 1845 3 豊後 300 57 匁 5 分 7 厘 巳之助
筑後 1000 56 匁 5 厘 5 毛

5 豊後 700 57 匁 5 分 6 厘 巳之助
筑後 360 54 匁 5 分 4 厘

弘化 3 1846 4 豊後 10 69 匁 1 分 8 厘 5 毛 巳之助
筑後 1100 68 匁 1 分 7 厘 5 毛

10 豊後 800 57 匁 5 分 7 厘 巳之助
弘化 4 1847 8 豊後 700 57 匁 5 分 7 厘 茶屋巳之助

松浦 200
58 匁 5 分 4 厘

怡土 100
12 筑前 500 47 匁＊ 茶屋巳之助 御囲米

嘉永 1 1848 6 筑後 349 56 匁 5 分＊ 茶屋巳之助 御囲米
11 豊後 800 68 匁 1 分 7 厘 5 毛 茶屋巳之助

嘉永 2 1849 10 豊後 800 63 匁 6 分 3 厘 茶屋巳之助
12 天草 700 68 匁 1 分 7 厘 5 毛 松本政之助 臨時御払

嘉永 3 1850 4 天草 317 62 匁 6 分 2 厘 茶屋巳之助
筑後 682 60 匁 6 分

10 豊後 100 70 匁 7 分 茶屋巳之助
筑後 700 72 匁 7 分 2 厘

嘉永 4 1851 2 天草 700 60 匁 6 分 松本政之助 臨時御払
肥後 300 62 匁 6 分 2 厘

7 筑後 700 62 匁 6 分 2 厘 茶屋巳之助
11 豊後 400 52 匁 5 分 2 厘 茶屋甚四郎

筑後 400 50 匁 5 分
12 豊後 400 53 匁 5 分 2 厘 松本政之助

筑後 400 50 匁 5 分
嘉永 5 1852 4 筑後 800 53 匁 5 分 3 厘 茶屋甚四郎

11 肥前 1532 60 匁 5 分＊ 茶屋甚四郎 御備米
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嘉永 6 1853 2 天草 400 52 匁 5 分 2 厘 茶屋甚四郎
豊後 300 52 匁 5 分 2 厘

8 豊後 700 52 匁 1 厘 4 毛 茶屋甚四郎
松浦 200

53 匁 2 厘 5 毛
怡土 100

12 豊後 800 51 匁 5 分 1 厘 茶屋甚四郎
嘉永 7 1854 5 筑後 700 50 匁 5 分 茶屋甚四郎

7 豊後 700 55 匁 5 分 5 厘 茶屋甚四郎
松浦 200

56 匁 5 分 6 厘
怡土 100

安政 1 12 豊後 800 52 匁 5 分 2 厘 茶屋甚四郎
安政 2 1855 5 筑後 1000 50 匁 5 分 茶屋甚四郎

7 豊後 700 51 匁 5 分 1 厘 茶屋甚四郎
松浦 200 53 匁 5 分 3 厘
怡土 100

12 豊後 800 50 匁 5 分 茶屋甚四郎
安政 3 1856 6 筑後 1200 53 匁 5 分 3 厘 茶屋甚四郎

8 豊後 700 54 匁 4 分 5 厘 茶屋甚四郎
松浦 200

55 匁 5 分 5 厘
怡土 100

12 豊後 800 51 匁 5 分 1 厘 茶屋甚四郎
安政 4 1857 5 筑後 369 51 匁 5 分 1 厘 茶屋甚四郎

肥前 431 51 匁 5 分 1 厘
7 豊後 700 51 匁 5 分 1 厘 茶屋甚四郎
松浦 200 53 匁 5 分 3 厘
怡土 100

10 豊後 700 93 匁 5 分 茶屋甚四郎
11 豊後 800 75 匁 7 分 5 厘 茶屋甚四郎・

上野昌次郎
茶屋・上野（中
紺屋町）合札

11 豊後 800 72 匁 7 分 2 厘 松本政之助・
高田忠八郎

松本・高田（銀
屋町）合札

安政 5 1858 8 天草 700 80 匁 8 分 松本政之助

「御払米根証文奥印帳 天保十五甲辰年改」（藤 14-15、長崎歴史文化博物館所蔵）より作成。
＊は一ノ銀を含まず
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【第Ⅱ表】「天保十五年御払米根証文奥印帳」にみる落札主と除主

町 落札主 除主 回数（計）備考
西浜町 長蔵 巳之助 1
桶屋町 巳之助 政之助 2

松本政之助 茶屋巳之助 1
銅座跡 新左衛門 政之助 1 天保 15 年 5 月、茶屋も除主となる。

新左衛門 巳之助 2
（6）

天保 15 年 5 月、（松本）政之助も
除主となる。江上新左衛門 茶屋巳之助 4

西中町 五兵衛 巳之助 2
与平 巳之助 1
米屋林太郎 茶屋巳之助 1

（13）梶林太郎 茶屋巳之助 8
梶林太郎 茶屋甚四郎 4
与八 巳之助 4

（21）
池嶋与八 茶屋巳之助 6
池嶋屋与八 茶屋巳之助 3
池嶋屋与八郎 茶屋甚四郎 8

48
「天保十五年御払米根証文奥印帳」記載 86 件中、落札主、除主双方が判明する 48 件につ
いて記した。

「天保十五年御払米根証文奥印帳」（藤 14-15、長崎歴史文化博物館所蔵）より作成。
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【第Ⅲ表】「天保十五年御払米根証文奥印帳」にみる年次別の落札主数と茶屋
巳之助による除石数の割合

和暦 西暦 月 落札主（居町及び名前） 落札主数（人）／
払米回数（回）

茶屋巳之助による
除石数割合平均（％）

天保 15 1844 5 銅座跡 新左衛門

5 ／ 7 17.8

6 桶屋町 巳之助
7 西中町 五兵衛
8 西中町 与八
8 西浜町 長蔵

10 桶屋町 巳之助
11 西中町 与八

弘化 2 1845 3 桶屋町 巳之助

3 ／ 5 17.7
5 桶屋町 巳之助
8 西中町 与八

10 西中町 与八
12 西中町 五兵衛

弘化 3 1846 4 桶屋町 巳之助

4 ／ 5 16.9
閏5 西中町 与平

7 銅座跡 新左衛門
10 桶屋町 巳之助
11 西中町 米屋林太郎

弘化 4 1847 4 銅座跡 江上新左衛門

4 ／ 6 16.7

7 西中町 梶林太郎
8 桶屋町 茶屋巳之助

11 銅座跡 江上新左衛門
12 西中町 池嶋与八
12 桶屋町 茶屋巳之助

弘化 5 1848 3 西中町 池嶋与八

3 ／ 6 16.8

5 西中町 梶林太郎
嘉永 1 6 桶屋町 茶屋巳之助

8 西中町 梶林太郎
11 桶屋町 茶屋巳之助
12 西中町 梶林太郎
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嘉永 2 1849 閏4 西中町 池嶋与八

3 ／ 6 17.9

6 西中町 池嶋屋与八
8 西中町 梶林太郎

10 桶屋町 茶屋巳之助
11 西中町 梶林太郎
12 桶屋町 松本政之助

嘉永 3 1850 4 桶屋町 茶屋巳之助 3 ／ 6 17.7
7 西中町 池嶋屋与八
9 銅座跡 江上新左衛門

10 西中町 池嶋与八
10 桶屋町 茶屋巳之助
12 西中町 池嶋屋与八

嘉永 4 1851 2 桶屋町 松本政之助

4 ／ 7（8） 21.3

5 ？ ？
7 桶屋町 茶屋巳之助
7 西中町 池嶋与八
9 銅座跡 江上新左衛門

10 西中町 池嶋与八
11 桶屋町 茶屋甚四郎
12 桶屋町 松本政之助

嘉永 5 1852 1 ？ ？

2 ／ 4（5） 24.5
4 桶屋町 茶屋甚四郎
6 西中町 梶林太郎
8 西中町 梶林太郎

11 桶屋町 茶屋甚四郎
嘉永 6 1853 2 桶屋町 茶屋甚四郎

2 ／ 5 26.4
5 西中町 池嶋屋与八郎
8 桶屋町 茶屋甚四郎

11 西中町 池嶋屋与八郎
12 桶屋町 茶屋甚四郎

嘉永 7 1854 3 西中町 池嶋屋与八郎

2 ／ 5 29.4
5 桶屋町 茶屋甚四郎
7 桶屋町 茶屋甚四郎

10 西中町 池嶋屋与八郎
安政 1 12 桶屋町 茶屋甚四郎
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安政 2 1855 3 西中町 梶林太郎

2 ／ 6 34.3

5 桶屋町 茶屋甚四郎
7 西中町 梶林太郎
7 桶屋町 茶屋甚四郎

11 西中町 梶林太郎
12 桶屋町 茶屋甚四郎

安政 3 1856 5 西中町 池嶋屋与八郎

3 ／ 6 32.5

6 桶屋町 茶屋甚四郎
7 西中町 池嶋屋与八郎
8 桶屋町 茶屋甚四郎

10 西中町 梶林太郎
12 桶屋町 茶屋甚四郎

安政 4 1857 5 西中町 池嶋屋与八郎

2 ／ 5（11 月を除
く） 35

5 桶屋町 茶屋甚四郎
6 西中町 池嶋屋与八郎
7 桶屋町 茶屋甚四郎

10 桶屋町 茶屋甚四郎
11 桶屋町 茶屋甚四郎

中紺屋町 上野昌次郎
11 桶屋町 松本政之助

銀屋町 高田忠八郎
安政 5年 1858 8 桶屋町 松本政之助 1 ／ 1 0

「御払米根証文奥印帳 天保十五甲辰年改」（藤 14-15、長崎歴史文化博物館所蔵）より作成。
? は不明。
塗りつぶしは茶屋巳之助による除が行われた払米。


